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１．事業の概要 
１．１ 位置及び区域 
◇国営木曽三川公園は、木曽川、長良川、揖斐川の木曽三川を計画区域とする。河口

からの総延長は約１０７km におよび、愛知県、岐阜県、三重県の三県にまたがる。

名古屋市中心部から１５～２０km の距離に、名古屋都市圏を取り囲むように位置

している。 

◇本公園は、河川の流域区分及び自然環境の特徴から、上流より「三派川地区」「中

央水郷地区」「河口地区」の３地区に区分している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画面積（都市計画決定面積）、事業承認面積、供用面積            

（単位：ha） 

計画面積 （都市計画決定面積） 

堤外地 地区名 
堤内地 

高水敷 水面 
計 

事業承認 

面積 
供用面積

三派川地区 ６８ １，０３２ １，３７１ ２，４７１ ２２４．４ ８３．７

中央水郷地区 ８１ ８０４ ２，７５２ ３，６３７ ２３０．２ １５５．４

河口地区 ２ ８ ０ １０ ９．６ -

計 １５１ １，８４４ ４，１２３ ６，１１８ ４６４．２ ２３９．１

※河口地区については、（仮称）七里の渡地区のみの都市計画決定面積。（平成 20 年 10 月末現在） 
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１．２ 事業の目的 
◇「国営木曽三川公園基本計画」（平成 20 年 12 月）では、本公園の基本理念として、

次の５つを定めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自然環境への理解

国営木曽三川公園が目指すもの

 河川管理者との連携による、河川特有の自然環境や

生物多様性の保全・再生 

 木曽三川の豊かな自然や長大な河川空間を体験し、

川や環境について学ぶ取り組み 

 国営木曽三川公園ならではの屋外活動の場の提供

②歴史文化への理解

 河川管理者や沿川自治体との連携による、木曽三川

にまつわる歴史文化やその周辺環境の保全・活用

 木曽三川の歴史文化や人と川とのかかわりの大切

さを学ぶ取り組み 

③広域への貢献 

 木曽三川の空間・自然・歴史文化資源のネットワー

ク形成、中部圏の骨格的緑地・河川 

 にぎわいの創出、広域交流や内外への情報発信 

 地域防災への協力、広域的な防災への対応 

取り組みを進めるために

A. より多くの人が、より楽しむ（レクリエーションの視点）

 利用者サービスやレクリエーション内容の向上 

 自然や歴史文化にふれるきっかけの提供 

 利用者の安全確保とユニバーサルデザイン 

B. より深め、より広げる（参加と連携の視点）

 利用プログラムの開発提供、指導者の育成 

 多様な主体との参画と協働 

 地域のまちづくりとの連携 

 モデル的な整備運営 
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１．３ 事業の経緯 
◇昭和５１年に東海三県一市知事市長会（愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市）より

『木曽三川公園構想』が提示されたのを始めとして、昭和５５年に事業着手し、昭

和６２年から供用開始している。 

 

 

事業の経緯 

年 主なできごと 

昭和５１年 東海三県一市知事市長会より『木曽三川公園構想』提示 

昭和５４年 
『木曽三川国営公園基本構想』（木曽三川公園建設促進協議会）

の策定 

昭和５５年 
中央水郷地区基本計画の策定 

事業着手（中央水郷地区） 

昭和５９年 

三派川地区基本計画の策定 

「木曽三川国営公園基本構想」「中央水郷地区基本計画」、「三派

川地区基本計画」を「国営木曽三川公園基本計画」としてとりま

とめ 

昭和６２年 供用開始（木曽三川公園センター） 

平成元年 河口地区基本計画の策定 

平成２０年 『国営木曽三川公園基本計画』の改定 
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１．４ 整備状況 
（１）整備率 

◇平成２０年１０月末現在の供用面積は２３９．１ｈａ（１１拠点）で、全体事業面

積※に対する整備率は３４％となっている。 

※全体事業面積とは、今後事業を予定している区域の面積のこと（これから事業承認を取得する区域も含む）。 

 

全体事業面積、事業承認面積、供用面積 

地区名 
全体事業 

面積（ha） 

事業承認 

面積（ha） 

供用面積 

（ha） 

全体事業費※ 

（百万円） 

執行額 

（百万円） 

三派川地区 ２２４．４ ２２４．４ ８３．７ ３４，３７０ ２５，５５１

中央水郷地区 ４７３．７ ２３０．２ １５５．４ ３９，８０７ ２８，５７３

河口地区 ９．６ ９．６ ０ ８，０２３ ２０６

計 ７０７．７ ４６４．２ ２３９．１ ８２，２００ ５４，３３０

平成 20 年度末見込み 

※現在予定している全体事業費 

 
整備率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

累計事業費と供用面積の推移 

 

 

 

 

 

 

66%

（供用面積／全体事業面積） （執行額／全体事業費） 
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（２）各拠点の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河川環境楽園 

（木曽川水園） 

南
派
川

木
曽
川
本
川 

かさだ広場・ 

各務原アウトドアフィールド 

フラワーパーク江南

１３８タワーパーク

三派川地区 

フラワーパーク江南 かさだ広場・各務原アウトドアフィールド

河川環境楽園（木曽川水園） １３８タワーパーク 

テーマ：河川の広大な空間と豊かな自然 
供用面積：22.7ha 【10.4ha】   

事業承認面積：117.2ha 

全体事業面積：117.2ha （整備率 19.3％） 

テーマ：花とみどりの学習 
供用面積：9.0ha 【9.0ha】   

事業承認面積：38.9ha 

全体事業面積：38.9ha （整備率 23.1％） 

今後の整備：河川特有の生態系の保全・再生

を図りながら、園路延伸等によりウォーキング

等の健康づくりの場としての活用を図る。 

今後の整備：河川敷や樹林地など未供用区

域の整備を進めるとともに、園芸福祉や緑の

リサイクルなどのモデル的取り組みを行う。 

テーマ：川の自然と文化の環境共生型テーマパーク 
供用面積：32.6ha 【32.6ha】  

事業承認面積：41.9ha 

全体事業面積：41.9ha （整備率 77.8％） 

今後の整備：今後も、生態系に配慮した植生

管理を行うとともに、ＮＰＯ等と連携しながら環

境教育の拠点としての活用を図る。 

テーマ：三派川地区の総合拠点 
供用面積：20.4ha 【5.2ha】  

事業承認面積：26.4ha 

全体事業面積：26.4ha （整備率 77.3％） 

今後の整備：今後も、交流・憩い・環境学習の

場としての活用を図るとともに、三派川地区の

歴史文化の展示・解説等に取り組む。 

※【】書きは平成 10 年度以降に供用開始した面積
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中央水郷地区 

(仮称)桜堤サブセンター・木曽長良背割堤ワイルドネイチャープラザ

テーマ：祖父江砂丘の保全と活用 
供用面積：18.8ha 【14.7ha】  

事業承認面積：31.5ha 

全体事業面積：31.5ha （整備率 59.7％） 

テーマ：背割堤の水辺と歴史遺産の実体験

供用面積：0.0ha 【0.0ha】   

事業承認面積：44.2ha 

全体事業面積：267.0ha （整備率 0％） 

今後の整備：林間エリアや砂丘周辺など未供

用区域の整備を進めながら、祖父江砂丘と松

林の保全・再生を図る。 

今後の整備：自然環境の保全に配慮しつつ、

ワンドや水辺林等の豊かな自然環境や歴史

遺産に触れる場として活用を図る。 

長良川サービスセンター

テーマ：水上スポーツ 
供用面積：88.7ha 【65.6ha】  

事業承認面積：88.8ha 

全体事業面積：88.8ha （整備率 100.0％） 

今後の整備：今後も、水辺と長大な河川敷を

活かしたスポーツ・レクリエーションの拠点とし

て活用を図る。 

ｱｸｱﾜｰﾙﾄﾞ水郷ﾊﾟｰｸｾﾝﾀ ・ー(仮称)大江緑道

テーマ：水郷の自然と風景 
供用面積：8.1ha 【0.0ha】  

事業承認面積：8.1ha 

全体事業面積：17.1ha （整備率 47.3％） 

今後の整備： (仮称)大江緑道の整備を進め、

水郷の自然環境や景観に親しめる場としての

活用を図る。 

（仮称）桜堤サブセンター・ 

木曽長良背割堤 

長良川サービスセンター 

アクアワールド水郷パークセンター

・（仮称）大江緑道 

木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

※【】書きは平成 10 年度以降に供用開始した面積

木曽三川公園 

センター 

東海広場（右岸）
東海広場（左岸） 
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中央水郷地区 

東海広場・（仮称）鵜戸川 木曽三川公園センター 

テーマ：中央水郷地区の総合拠点 
供用面積：11.1ha 【0.4ha】  

事業承認面積：12.2ha 

全体事業面積：12.2ha （整備率 90.6％） 

テーマ：水辺の自然と広大な空間 
供用面積：15.7ha 【3.3ha】   

事業承認面積：24.3ha 

全体事業面積：36.0ha （整備率 43.6％） 

今後の整備：今後も、交流・憩い・歴史学習の

場としての活用を図るとともに、施設更新等に

よりユニバーサルデザイン対応を進める。 

今後の整備：様々な屋外レクリエーションの場

として河川敷を連続的に利用できるよう、供用

区域の拡大を進める。

カルチャービレッジ 

テーマ：多様な文化活動を通した広域交流 
供用面積：10.4ha 【5.5ha】  

事業承認面積：16.3ha 

全体事業面積：16.3ha （整備率 63.7％） 

今後の整備：南側エリアを樹林地等として整

備し供用区域の拡大を進めるとともに、隣接

施設との一体的な利用促進を図る。 

船頭平河川公園 

テーマ：木曽三川の水生植物 
供用面積：2.7ha 【2.7ha】  

事業承認面積：4.8ha 

全体事業面積：4.8ha （整備率 56.3％） 

今後の整備：今後も、水生植物を中心とした

美しい憩いの場として活用するとともに、隣接

する施設との一体的な利用促進を図る。 

木曽三川公園センター

船頭平河川公園 

東海広場（右岸）

東海広場（左岸）

（仮称）鵜戸川

カルチャービレッジ 

木
曽
川

長
良
川

※【】書きは平成 10 年度以降に供用開始した面積

長良川サービスセンター 

(仮称)桜堤サブセンター・

木曽長良背割堤 
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河口地区 

（仮称）七里の渡地区 

テーマ：木曽三川を軸とした交流と繁栄の歴史 
供用面積：0.0ha  事業承認面積：9.6ha 

全体事業面積：9.6ha （整備率 0.0％） 

今後の整備：川沿いの集積する歴史文化遺産

を結ぶよう、一体的な整備を進める。国営公園

は地域の歴史文化の情報発信拠点としての役

割を担う。 

文化のシンボル

エリア 

交流のシンボル

エリア 

旧諸戸家住宅 

（国重文） 

六華苑（国名勝） 

七里の渡跡 

幡龍櫓（復元） 

桑名城跡堀 
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国営木曽三川公園 

２．事業の評価 
２．１ 事業の必要性 
（１）県・市町の計画における位置づけ 

◇県や沿川市町では、本公園は広域緑地計画、総合計画、緑の基本計画等において本

公園を自然環境保全、レクリエーションや交流の拠点として位置づけている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）都市公園整備目標の達成 

◇東海三県の都市公園の整備水準は全国平均並み又は全国平均を下回っている。国の

整備目標を達成するにはなお一層の公園緑地の確保が必要である。 

 
         
 

 
 

人口１人あたりの都市公園等面積 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会資本重点整備計画  水と緑の公的空間＝13 ㎡／人 [平成 19 年]  

緑の政策大綱      1 人当たり都市公園等面積＝概ね 20 ㎡/人［長期的］ 

【整備目標】 

国営木曽三川公園 

愛知県広域緑地計画
（平成 11 年） 
緑の将来像図 

各務原市緑の基本計画
（平成 11 年） 
緑の将来像 

※国土交通省資料より 

9.4

7.1

9.4

8.8

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

全国平均

愛知県

岐阜県

三重県

（㎡/人）

平成20年3月末現在 国営公園が全面供用した場合の増加見込み

7.4（全面供用後）

10.9
（全面供用後）

8.9（全面供用後）
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 2,330万人,
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国営木曽
三川公園,
 890万人,

 28%

（３）広域からの多数の利用 

◇供用開始から累計約８，５００万人の方々に利用されており、近年でも単年度利用

者数は増加傾向にある。平成１９年度は約８９０万人に利用されている。 

◇全国の国営公園の中では最も利用者数が多い。 

◇利用圏域は東海三県を中心に、広域的にわたっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他
7%

三重県
10%

岐阜県
26%

愛知県
57%

※平成 17～19 年度利用実態調査

の平均（調査地点：木曽三川公園

センター、１３８タワーパーク、

河川環境楽園） 

※『平成１９年度国営公園の管理の概要』（財）公園緑地管理財団より

単年度利用者数及び累計利用者数の推移 

 公園までの所要時間 

全国の国営公園利用者数（平成１９年度 上位５位） 全国営公園利用者数における割合 
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非常に満足

35%

まあまあ

満足

60%

やや不満

4%

非常に不満

1%

（４）利用者の評価 

◇本公園に対する利用者の満足度は高く、９５％の人が満足している。 

◇木曽川水系河川整備計画へ寄せられた市民意見では、水辺や川とのふれあいを求め

る声は多く、川とのふれあいの場としての本公園の重要性は高いと考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９０～９９点

22%
８０～８９点

39%

７０～７９点

14%

６０～６９点

4%
６０点未満

5%

１００点

16%

景観の保
全
4%

その他
7%

河川利用
のルール
策定とマ
ナー教育

10%
環境（そ
の他）
12%

河川環境
の整備と

保全
23%

川と人と
のふれあ
いの増進

5%

水辺のふ
れあい拠

点
32%

地域住民
やＮＰＯ
等との連
携の推進

7%

木曽川水系河川整備計画に寄せられた市民意見 

※平成 17～19 年度利用実態調査の平均（調査地点：木曽三川公園センター、１３８

タワーパーク、河川環境楽園） 

その他
4%

環境
37%

維持管理
24%

治水
21%

利水
7%

整備計画
全般
7%

利用者の評価（満足度）

寄せられた意見総数
（4,639 件）の内訳 

※木曽川水系河川整備計画ホームページより作成 

利用者の評価（点数） 

うち環境に関する意見
（1,716 件）の内訳 
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（５）河川事業との連携による水面・水辺利用空間の整備 

◇河川事業との連携により、カヌーやウィンドサーフィンなどの水面利用の利便を図

るための施設整備を行っている。 

◇（仮称）桜堤サブセンター・木曽長良背割堤では、河川事業との連携により自然環

境の保全・再生を図りながら、環境学習の場としての活用を進める予定である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）三県にまたがる公園の一体的整備 

◇本公園の区域は愛知県、岐阜県、三重県の三県にまたがっている。 

◇今後の整備により、岐阜県羽島市から海津市、愛知県愛西市を経て三重県桑名市ま

でつながる公園ネットワークが形成される見込みである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（仮称）桜堤サブセンター・木曽長良背割堤

←（仮称）桜堤サブセ

ンター整備イメージ 

ワイルドネイチャープラザ 
（河川事業により緩傾斜護岸を整備、公園事
業によりトイレ・駐車場・シャワー等を整備）

木曽三川公園センター

長良川サービスセンター

東海広場（右岸）

東海広場（左岸）

→（仮称）桜堤サブ
センター・木曽長良

背割堤へ 

船頭平河川公園

カルチャービレッジ

（仮称）鵜戸川

総合公園 

近隣公園 

河川公園 

国営公園（供用区域） 

国営公園（整備予定区域） 

その他緑地等（供用） 

その他緑地等（計画） 

木曽川 

長良川 

揖斐川 

愛知県

三重県

岐阜県

0 1ｋｍ 
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（７）地域防災への貢献 

◇今後整備を予定している２地点が木曽川水系河川整備計画（平成２０年３月２８

日）に水防拠点として位置づけられている。 

◇本公園の６拠点が沿川自治体の地域防災計画において避難地として位置づけられ

ており、地域の防災性向上に貢献している。 

 
 

水防拠点として位置づけられている拠点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
避難地として位置づけられている拠点 

拠点名 所在地 避難地種別 

フラワーパーク江南 江南市 
広域避難地

（予定） 

１３８タワーパーク 一宮市 広域避難地 

アクアワールド水郷 

パークセンター 
海津市 一次避難地 

長良川サービスセンター 海津市 一次避難地 

木曽三川公園センター 海津市 一次避難地 

カルチャービレッジ 桑名市 一次避難地 

雨水貯留タンク 

 
防災訓練の様子 

 

（仮称）鵜戸川 
木曽川左岸11.5ｋ付近 

（仮称）桜堤サブセンター 
木曽川右岸24.6ｋ付近 

※木曽川水系河川整備計画付図より

※各市地域防災計画、ホームページ等より
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31%

２．２ 事業目的の達成状況 
（１）『自然環境への理解』に関する事業成果 

◇多様な環境学習プログラムを提供しており、平成１９年度は延べ２４，６１８名の

方々にご利用いただいている。 

◇前回事業再評価（平成１０年度）以降、河川環境楽園の供用開始、１３８タワーパ

ークのビオトープ供用開始など、環境学習の場の充実を図っている。 

 
環境学習プログラム等の利用実績（平成 19 年度） 

対象 プログラム名 平成 19 年度利用実績 

団体向け 

クラフト系プログラム 

観察系プログラム 

ワークショップ系プログラム 

198 回   5,757 名 

102 回   3,232 名 

100 回   3,335 名 

一般向け 
パークセンター自然体験 

ネイチャーガイドプログラム 

12 回     562 名 

462 回   7,060 名 

指導者向け 

環境教育講座 

プロジェクト・ワイルド系プログラム 

保育ナチュラリスト養成講座 

93 回   4,318 名 

9 回     336 名 

1 回      18 名 

合 計 977 回  24,618 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）『歴史文化への理解』に関する事業成果 

◇木曽三川公園センターには年間５６９校の小学校（東海三県の全小学校の３校に１

校）が訪れ、社会科学習の場として利用されている（平成 19 年度）。 

◇（仮称）七里の渡地区は、周辺の資源と一体となって歴史的な環境を形成するとと

もに、歴史文化に関する情報発信・学習拠点となることが期待されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

展望タワーで学習シートを記入する子ども達
（木曽三川公園センター） 

団体向けプログラム ネイチャーガイドプログラム プロジェクトワイルド講習会

東海三県の全小学校のうち木曽三川公
園センターに来る割合（平成19年度） 
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（３）『広域貢献』に関する事業成果 

◇沿川自治体との共催による大規模イベントを多数開催し、地域経済の活性化や市民

交流の促進等に寄与している。 

◇今後、サイクリングロードの整備や区域拡大による近接する拠点の接続などによ

り、広域的なネットワークの形成を図っていく予定である。  

 
イベント開催・報道件数の実績（平成 19 年度） 

イベント開催 
年間 52 件、延べ約 413 万人 

（期間中入園者数又は参加者数の合計） 

マスコミ報道 
年間 2,174 件 

（新聞 1,071 件、テレビ 265 件、ラジオ・雑誌等 838 件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 沿川地域の紹介や市民交流を行う「流域祭」 

各種イベント 

チューリップ祭り

長良川国際トライアスロン

サンドフェスタ

オータムフェスタ
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（４）『レクリエーション』に関する事業成果 

◇幅広い年齢層の方々にレクリエーションの場を提供している。 

◇前回事業再評価時（H10）と比較すると、単年度利用者数は約３．３倍となった。

また、長良川サービスセンターが平成１２年に供用開始し、水上スポーツや障害者

スポーツなどにレクリエーションの幅が広がっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）『参加と連携』に関する事業成果 

◇ＮＰＯとの協働による管理運営に積極的に取り組んでいる。 

◇各地で市民ボランティアが活動しており、平成１９年度は１１団体、延べ６，０１

３人が参加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

270

890

0

200

400

600

800

1,000

平成９年度 平成１９年度

（万人）

3.3 倍

アクアワールド水郷パークセンター

管理運営体制 

河川環境楽園「自然発見館」 

管理運営体制 

 

ＮＰＯ 公園 

パートナー契約 

環境学習プログラム 
施設管理 

 

パーク 

パートナー
公園 

市民 

ＮＰＯ 
研究 

機関

行政 

企業 

学校 
パートナー

シップ 

利用者へのサービス提供 

60～69歳
22%

50～59歳
20%

40～49歳
11%

小学生
10%

中学生
1% 16～18歳

1%

19～29歳
9%

30～39歳
19%

70歳以上
7%

利用者の年齢層 単年度利用者数の比較 

「フラワーパーク江南友の会」
による活動 

※平成17～19年度利用実態調

査の平均（調査地点：木曽三

川公園センター、１３８タワ

ーパーク、河川環境楽園） 

障害者カヌー ふれあいマラソン 
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２．３ 地元の協力体制 
◇沿川自治体（１４市町）からは、国営木曽三川公園の整備促進に対する要望が出されて

いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．４ 事業進捗の見込み 
◇今後の主な整備予定は、（仮称）桜堤サブセンター・木曽長良背割堤、（仮称）七里

の渡地区、（仮称）大江緑道などである。 

◇今後、事業を進めるに当たって、大きな支障は無いと見込んでいる。 

国営木曽三川公園の整備促進等に関する要望書 

木曽三川公園建設促進下流域期成同盟会 
 

１．国営木曽三川公園の計画的推進のための平成 21 年度都市公園関係予算の増額 

２．国営木曽三川公園基本計画に位置づけられた箇所の事業着手 

３．国営木曽三川公園下流域関連事業費の増額 

(1) 七里の渡地区（仮称）の整備推進 

(2) カルチャービレッジの未整備エリアの整備促進 

(3) 木曽川左岸東海広場の未整備エリアの整備促進 

(4) 安全で快適な利用を図るための維持管理費の確保 

 

平成 20 年 7月 16 日  

木曽三川公園建設促進下流域期成同盟会 会長 桑名市長 

国営木曽三川公園三派川地区建設促進について 

木曽川上流域公園整備促進期成同盟会 
 

１．「三派川地区センター」「ワイルドネイチャープラザ」の整備促進及び早期完成 

２．「フラワーパーク江南」の供用区域の拡大及び第２期エリアの事業促進 

３．上記三拠点間の連携、沿川及び周辺市町の観光資源等との連携手法についての

調査・検討 

４．上流エリア（犬山市、扶桑町）における新たな拠点整備についての調査・検討 

 

平成 20 年 10 月 15 日  

木曽川上流域公園整備促進期成同盟会 会長 江南市長 

国営木曽三川公園上流域の建設整備促進に関するお願い 

木曽三川公園建設促進上流域連絡協議会 
 

１．「各務原アウトドアフィールド」の全体開園に向けた整備推進 

２．「羽島地区（桜堤サブセンター（仮称））」の早期完成に向けた整備推進 

３．レクリエーションネットワークについての計画策定及び施策検討 

４．本協議会構成市町で検討中のサイクリングロードのネットワークについて、施

設計画及び整備にあたっての指導・支援 

 

平成 20 年 7月 16 日  

木曽三川公園建設促進上流域連絡協議会 会長 各務原市長 

※ただし、事業進捗見込みは、社会情勢等によって変更する場合がある。
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２．５ 費用対効果 
◇費用対効果分析は、「改定第２版 大規模公園費用便益分析マニュアル」（平成１９

年６月、監修：国土交通省都市・地方整備局公園緑地課）に基づき実施した。 

◇事業全体に要する総費用（Ｃ）は約１，５５７億円であり、事業の実施によりもた

らされる総便益（Ｂ）は約１３，０２１億円となる。これをもとに算出される費用

便益費（Ｂ／Ｃ）は８．３６となる。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

直接利用価値：直接的に公園を利用することによって生じる価値（健康・レクリエーション空間

の提供）を旅行費用法によって計測 

間接利用価値：間接的に公園を利用することによって生じる価値（都市環境維持・改善、都市景

観、都市防災）を効用関数法によって計測 

施設整備費：施設整備に関する費用を実績値・計画値に基づき、社会的割引率４％として現在価値に換算 

用地機会費：評価期間終了後（５０年目）にすべての用地を売却するとみなして、５０年目にお

ける用地残存価格分を費用から控除 

維持管理費：維持管理に関する費用を実績値・計画値に基づき、社会的割引率４％として現在価値に換算 

 

２．６ 前回評価時との比較 
◇前回評価時の費用対効果分析（Ｂ／Ｃ）との比較 

前回再評価時（平成１０年度） Ｂ／Ｃ ≒１．７０ 

・新規拠点の開園：７拠点→１１拠点 
・追加供用面積：８９．７ｈａ→２３９．１ｈａ（１４９．４ｈａ増） 

※拠点ごとの追加供用面積は P.5～P.8 参照 

・入場者数の予測と実績：前回予測における平成１９年度の需要予測が４７０万人として

いたのに対して、利用者実績は８９０万人 
・便益の計算手法：国土交通省マニュアルが策定された事により、独自の手法から変更 

直接利用価値の前回計測モデルは利用実態調査に基づく独自モデル 
間接利用価値を代替法から効用関数法に変更 

直接利用価値        ＝10,434 億円

間接利用価値（環境価値） ＝1,031 億円

間接利用価値（防災価値） ＝1,556 億円

＜計＞            13,021 億円

整備費（施設整備費）     ＝829 億円

整備費（用地機会費）     ＝222 億円

維持管理費                 ＝506 億円

＜計＞            1,557 億円

総便益（Ｂ） 総費用（Ｃ）

Ｂ／Ｃ ≒ ８．３６ 
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２．７ コスト縮減 
◇剪定枝葉や刈草を園内で堆肥化し、材料購入のコスト縮減を図っている。 

◇計画的な施設改修を実施し、ライフサイクルコストの低減を図っている。 

◇河川整備で発生する残土を公園の造成に利用しコスト縮減を図っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

２．８ 代替案立案の可能性 

◇代替案として、河川事業など都市公園事業以外の事業や、県営・市営公園など他の

都市公園事業が考えられる。 

◇しかし、河川事業など都市公園事業以外の事業と比較すると、都市公園事業の場合

には堤内地と堤外地の一体的な整備・管理が可能であるという優位性がある。 

◇また、三県にまたがる公園の整備・管理運営を一元的に実施する必要があり、なお

かつ、木曽三川は国管理の一級河川であり河川事業と連携した整備・管理を効率的

に行う必要があることから、国営公園事業として実施する必要がある。 

 

剪定枝の堆肥化 河川整備で発生した土を 

公園整備に利用 
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３．今後の対応方針（案） 

①事業の必要性に関する視点 

 本公園は東海三県一市知事市長会（愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市）に

よる提言を受けて進められてきた事業であり、沿川市町の各種計画にも位置

づけられているものである。 

 都市公園整備目標を達成するため、本事業により公園緑地の確保を進めてい

く必要がある。 

 単年度利用者数は増加する傾向にあるとともに、利用者からは高い評価を得

ている。市民ニーズの観点から、水辺や川とのふれあいの場としての本公園

の役割は重要である。 

 本公園は地震災害時の避難地や水防拠点としての役割も果たしており、周辺

地域の防災性向上を図る上で重要である。 

 

②事業進捗の見込みの視点 

 供用区域の拡大に向け、現在、鋭意進捗しており、地元の公共団体等からの

要望も寄せられている。 

 

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

 供用区域は今後も拡大していくが、既存施設の有効利用や長寿命化、新技術

の導入、多様な主体との管理運営等により、引き続き、整備費及び維持管理

費の縮減に努める。 

 代替案との比較から、国営公園として事業を推進する方法が最適である。 

 

 

国営木曽三川公園の事業を継続することが妥当である。 

 


